
お申込み
方法

※いずれの場合も請求書は発行いたします。

お申込・照会先 三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社　MUFGビジネスセミナー事務局
〒530-8213  大阪市北区梅田2-5-25　ハービスOSAKAオフィスタワー19Ｆ　TEL（06）7637-1410　e-mail:seminar-o@murc.jp

＊反社会的勢力と判明した場合には、セミナーへのご出席をお断りいたします。　　＊諸事情を考慮の上、セミナーへのご出席をお断りさせていただくことがございます。

①銀行振込の場合…請求書に記載されている期日までにお振込みください。振込手数料は御社でご負担ください。
②SQUET-DC法人ゴールドカードの場合…カードご精算日にご指定の口座より引き落しとなります。
③三菱UFJ銀行「口座振替」…当社指定日にご登録された口座より引き落しとなります。
※なお、いずれも領収証は発行いたしません。

受講料のお支払い方法
【来場形式の場合】セミナー開催の前営業日（土/日/祝日を除く）17：00まで
【オンラインLIVEの場合】 セミナー開催の4営業日前（土/日/祝日を除く）17:00まで
入金済みの受講料を全額ご返金いたします。それ以降のキャンセルについては、ご入金の有無にかかわ
らず受講料を申し受けます。なお、他のセミナーへのお振り替えもいたしかねますのでご了承ください。
ただし、代理の方にご出席いただくことは可能です。

受講キャンセル

STEP3
入力内容の確認と送信

STEP2
受講を希望するセミナーの
申込フォームへ入力

STEP1
MUFGビジネスセミナーの
Webサイトにアクセス

STEP4

オンライン
マイページから受講証をダウンロード会　場
開催の3営業日前（土/日/祝日を除く）にご案内メールをお送りします。

MUFGビジネスセミナー 検 索

●カリキュラム

※プログラムの詳細は変更となる場合がございますので、ご了承ください。

●セミナーのねらい
昨今のビジネス界では、急速な技術革新やグローバルな競争の
激化が進行しています。
特に、デジタル技術の進展により、データ利活用の重要性が増し、
データに基づく意思決定が競争優位性を左右する要因ともなって
います。
このセミナーでは、DXとは経営戦略を遂行するためのイノベー
ションであり、データに基づいた意思決定こそがＤＸにつながると
いうことを理解していただきます。
最新のビジネストレンドや市場動向も取り入れつつ、DXの本質を
理解し、現代のビジネス環境に適応するための実践的な知識と
スキルの習得を目指します。

受 講 料
※テキスト代
　消費税等を含みます。

開催日時
会　　場
定　　員

2026年10月6日(火) 10:00am～5:00pm

SQUET特別会員 ： 35,200円
SQUET一般会員 ： 38,500円
会　員　以　外 ： 44,000円

ハービスOSAKAオフィスタワー 19Ｆ
50名

オンライン会議システムZoom
50名

※参加者が少人数の場合等、中止または延期することもございますので、ご了承ください。

MUFGビジネスセミナーのご案内 S136
大阪開催来場形式セミナー

S137
オンライン開催オンライン LIVE

※録音・録画はご遠慮願います。受講時にはご自身のカメラをONにしてご受講ください。

講師

服部 幹郎 氏

株式会社ピープルドット 講師 
中小企業診断士
はっ    とり        みき      お

京都産業大学大学院で情報通信工学専攻修了。 建設業界紙の記者としてキャリアをスタートさせた
後、エンジニアとして多様な産業の業務システムの開発・運用に従事。中小企業診断士の資格取得後
は、商工会で経営指導員を務める傍ら、 株式会社データミックス（現ピープルドット）でデータサイエ
ンスを学び、 中小企業診断士データサイエンティストとして独立。現在は企業のデータ活用普及を
推進する経営コンサルタントとして活動中。

オンラインLIVEセミナー同時開催経営戦略を加速させる管理職のための第一歩

管理職のためのデータ利活用入門セミナー
─ 管理職が知るべきデータ活用の本質とチーム内コミュニケーション ─

管理職、マネジャー、チームリーダーの皆さま
データ利活用の推進担当者の皆さま

●対象者

①DXにはデータ活用が不可欠なことを理解する
②経営戦略に基づいたデータ利活用の全体像を理解する
③データを活用するための、従業員やチームメンバーとの
　コミュニケーションのコツを理解する

１．なぜデータを活用するのか
　 １）データ活用の必要性とボトルネック
　 2）データドリブンな組織の日常風景
　 3）データドリブンとは
　 4）次世代データ人材の育成と投資
２．データ活用企業の一般事例
　 １）メディアのケース
　 2）小売店のケース
　 3）製薬会社のケース
　 4）製造業のケース
　 5）その他
３．コミュニケーション問題 
　 １）よく見かけるデータ分析の失敗
　 2）問題とは？～データ活用の視点から～
　 3）問題設定までの手順
　 4）コミュニケーションの問題を解消するには？
４．仮説構築
　 １）問題設定
　　  ①カスタマージャーニー　　  ②KPIツリー
　 2）仮説構築
　 3）スケルトン

５．データリテラシー問題
　 １）データリテラシーとは（再掲）
　 2）データの前処理
　 3）目的に合わせたデータの可視化
　 4）データをみるヒント
６．生成AIを使った簡易ダッシュボードの作成（実演）
　 １）使用データと可視化したい観点の確認
　 2）生成AIによる集計・グラフ作成の実演
　 3）簡易ダッシュボードから得られる示唆の確認

◆このセミナーのゴール◆

①データ活用が進まないとDXも進まないということを
　理解する
②経営戦略に基づいたデータ利活用の全体像を理解する
　（ビジネスアナリティクス）
③データ活用のDX思考に基づいた従業員との接し方、
　従業員の育て方を理解する


